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短報

Ohyama， Y. and Asahina， E. 1971 Frost resistance in an alpine moth， Byrdia rossi daisetsu-

zana (Lymantridae). Low TemlうeratureScience， Ser. B， 29. 

ダイセツドクガの耐凍性*

大山佳邦

(北海道大学大学院理学研究科)

朝比奈英三

(低温科学研究所)

(昭和 46年月 9受理〉

昆虫のjfi肘獄!性を考えるとき，その分布が森林限界以上の高度に限られ毎年相当きびしい冬

の寒さに耐えている高山性の昆虫は実験材料として甚だ興味ある対象である O その様な見虫の

lつにダイセツドクガ Byrdiarossi daisetsuzana がある o この蛾は北極地方に分布する

Byrdia rossiの亜種で，日本では大雪山の，一般に表大雪と呼ばれる地域の高山帯にのみ分布

している九 大雪山に棲息する昆虫には氷期昆虫相の残存種 (relictlとして知られているもの

があるが， この蛾も分布からみてその 1つであろう。 同様なことが北米大陸でも B.rossiが

New Englandや Quebecの高山帯で見出されていることから論じられている 2)。この幼虫を用

いて 2，3の実験をすることができたので報告する。

用いた材料は卵を採集して育てた4齢幼虫と現地で採集した終齢幼虫，またそれから踊化

した踊とを用いた。過冷却点の測定は前報3)で、述べた様に虫体の凍結曲線を取り，それから求

めた。グリセリン含量の社[IJ定は 80%=タノールの抽出物をペーパー・クロマトグラフィーでグ

リセリンを単離し，クロモトロピック酸試薬で発色， 比色定量を行なった4)。 これらの幼虫の

耐凍性は前記の凍結曲線を取ったときに凍結した幼虫や，恒温箱内で一定時間凍結した幼虫の

融解後の生死から判定した。

測定された過冷却点は第1表にまとめた。これらは全て非摂食時期に札幌の外気温度ない

しは雪中に置かれた幼虫から得られたものであ

る。後に述べる様に，体内のグリセリン含量は第

l表の1.， 2.の例では十分蓄積され， 3.， 4.の例で

はほとんど見出されず， 5.の例では幾らか見出せ

る程度と考えられる。この様にグリセリン含量の

相違や発生段階の違いにもかかわらず過冷却点が

一定していることは興味あることである。

第1表 ダイセット夕方、の過冷却点

過冷(OC却)点発生段階測定・月日

-14.8 4齢 J1I 14 

2. -14.2 4齢 1II 14 

3. -15.3 終齢 X 8 

4 -14.7 踊 XI 12 

5. -14.4 終齢 XI 24 

グリセリン含量の季節的変動は第2表に示し
-14.7土0.4
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第2表 グリセリン含有の季節的変化 た。これによると夕、、イセツドクガの体内には冬期

月/日
グリセリン

発生段階
聞かなりの量のグリセリンが蓄積される。札幌の

(mg/g) 外気温条件ではグリセリンの合成は 11月の終り
IX 25 trace 齢終

から 12月の始めにかけて開始されると考えられ
X 11 4.5 終齢

XI 11 trace 4齢 る。踊の場合は l例のみであるが， 12月の始めに

XI 12 1.9 d涌 もグリセリンはほとんど見出せなかった。
1.4 終指令

XI 25 4.6 終齢 耐凍性に関しては飼養が困難なため融解後そ

XII 5 終齢 の幼虫が羽化するまでを追うことはできなかっ
trace 踊

XII 18 14.8 4齢 た。短時間の凍結の例をあげれば， -14.8
0Cで凍

XII 20 終齢 結し約20分後に 21.2
0Cまで冷却した幼虫を直

19.6 終i愉

工 18 59.0 4 ~給 ちに融解した 4例では， 30~60 分後には動きまわ

るようになった。その後約80日間 2
0Cで生存し

ていたが，食草を与え室温に置くと 2・3日のうちに死んでしまった。また -200C，24時間の凍

結・融解を行なった 3例では， 2
0

Cでは 100日以上生存していたが，室温に移すと死んでしま

った。踊については 1例のみであるが，凍結前に腹部を盛んに動かしていたものが -14.70C

で凍結し約 30分後に -21.70Cまで冷却したものを融解したところ，融解後1日たっても腹部

を動かすことはなかった。これのみで耐凍性がないと断定できないが，グリセリンもきわめて

少量であったことなどからみて幼虫のような高い耐凍性は期待できない。

Sakai等は， 1968~69 年の冬に大雪山黒岳付近の高山帯で地中の最低温度を測定し，地下

5cmと10cmの値がそれぞれ -240Cと-220Cであることを報告した5)。神保等の観察聞や

われわれの観察からみて，この蛾の一世代は 2冬を越えて完了すると考えられるので，前述の

過冷却点からみて自然状態では 2度の冬を幼虫態で凍結したまま耐えていると考えられる。北

米の極地方や，グリーンランドの積雪が少なく低祖にさらされる所で BYJ-diaの他にも Colias

とか Anartaその他の幼虫が硬く凍結したまま発見されているという 8，9)。凍結処理後成虫の羽

化まで観察できなかったのは本種のような高山蛾では実験室内での飼養がむずかしいためと考

えられる。

B. rossiを用いた耐凍性の実験は， 丁度140年前イギリスの有名な極地探検家， J.C. Ross 

が 1829~33 年にわたるカナダ北極海諸島の探検旅行のうち，多分 1831 年に Boothia 半島で越

冬中に行なったものがある。箱に入れた幼虫を 9月中旬から 3カ月問屋外に置いた後，暖L、小

屋に入れると 2時間以内に動きはじめ，全ての幼虫が生存していた。その後3度も約1週間の

凍結と融解を繰返し，最後には約 30匹のうち Z匹が生存し， 5月に1匹の成虫が生れ，他の幼

虫からは寄生パェが出たとある9)。

ダイセツドクガの生活史は神保等6，7)によって報告されているが， われわれの得た観察結

果もほぼ同様であった。最初の冬は2齢位で越すと思われるが，Byrdiaの幼虫はどの齢数で

でも越冬できるといわれている2)0 2度目の冬を終齢幼虫で越すことはできるが，踊で越せる

か否か断定できない。実験の結果は否定的であるが 1例しか実験していないので踊に耐凍性

がないとも断定できない。しかし -200C以低の温度での耐凍性はこの踊に期待しにくいので，
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恐らく越冬は2齢(又は3齢)と終齢の幼虫期に2冬にわたって行なわれるのであろう。

今回の実験結果のうち非常に興味のあることは，幼虫の体内にあるグリセリン量の多少に

かかわらず，過冷却点が殆んど一定していることである。グリセリン含量にかかわらず過冷却

点が一定している現象は各種の越冬成虫で知られているが10)， ダイセツドクガにおいても，

-15
0

C前後で付活される氷核形成物が恐らく消化管内にあって，そこでの自発凍結によって虫

体の凍結が開始されることを暗示するものであろう。
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